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もしも韓合定政が 亡≪ 1の時､巨視的変数 (たとえば平均場 hn=
舟∑,N=1/(En(3')))は時間に依存しない定常には到らず､個々の要素のカ
オス的な運動の間に同期の傾向は見られないにも朗わらずある種の集団
的な運動が観察される｡園は平均額運動のリターンマップを措いたもので
ある｡
王の学校では特に以下について報告した｡1)パラメータの変化にとも
なって集団運動の変化の様子を相図として示した｡そこれは非常に多くの
tongue状の構造が見られ､それぞれが､(一〇の極限でLogisticMapの
windowにパラメータとして対応関係を見出すことができる｡2)集団運
鞄の発生の機構を概観した｡巨視的な運動である平均坊運動と各々の要素
が従う写像が実効的に変化していくことが重要であることを示した｡3)令
要兼に弱いノイズが加わった場合に集団運動のコヒーレンスが増す租合が
あることを主に示したr2】｡
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図:平均場の時系列のリターン
マップ｡横軸は時刻n､横軸は
特刻n+1での平均娘の値Oパラ
メータはa=1.699,<=0.008.
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